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第 4章では、スピルリナ（Arthrospira platensis M135）の増殖に対する SMSの効果に






















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し、論文審査委員から、バイオマス濃度測定の妥当性、微細藻が産生する
鉄キレート剤の影響、鉄イオン濃度の変化と抗酸化酵素活性の関連、微細藻が代謝する
脂質の種類、クロレラに関する先行研究との相違点などについて質問がなされたが、い
ずれも著者から明確な回答が得られた。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、製鋼スラグから溶出する鉄イオンの
価数による効果の違いや高炉スラグから溶出するカルシウムイオンの効果についての
質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
